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短 報

本学作業療法学科学生の入試成績と
入学後の学業成績に関する調査研究

末永義圓・真木　誠・吉田直樹・河野仁志・村田和香＊
　　　　　深沢　孝克・大宮司　信・丸谷　隆明・上野　武治

AStudy　on　the　Achievem．ent　of　Occupational

Therapy　Students　Compared　to　the　Results　of

　　　　　　　　　　　　Entrance　Examination

Yoshimaru　Suenaga，　Makoto　Maki，　Naoki　Yoshida，　Hitoshi　Kawano，

　　　　　　Waka　Murata＊，YOshikatsu　Fukazawa，　Makoto　Daiguji

　　　　　　　　　　　　　　　Takaaki　Marutani　and　Takeji　Ueno

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Abstract

　　　One　educational　problem　which　needs　to　be　resolved　in　our　department　of

Occupational　Therapy　was　found　by　studying　about　two　hundred　students　for　ten　years

since　the　establishment　of　the　schoo1．　The　purpose　of　this　study　was　to　determine　the

relationships　between　entrance　examinations　and　achievement　in　OT　course　in　our　colloge

of　medical　technology，

　　　Results　of　the　ten－years－fol！ow　up　study，　indicated　that　high　school　records，　scores　in

English　and　totals　of　entrance　examina七ions　had　little　relation　to　achievement　in　the

course．　As　well，　relationships　between　mathematics，　language，　and　science　were　not

significant．

　　　111comparing　scores　of　entrance　examina七ions　of　drop－out　and　graduate　groups，　it　was

found　that　some　high　level　students　belonged　to　the　former．　It　is　very　important　in　the

reform　of　entrance　exarninations，　to　pay　attention　both　to　the　students　ability　in

academics，　and　their　adaptability　in　medical　service，
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要 旨

　今回我々は当学科の教育のあり方に関する課

題の一部として創設期から10年間の入学者200

名について入試成績と入学後の学業成績に関す

る追跡調査を行った。その結果，入試科目の中

で数学，国語，理科などと入学後の学業成績順

には有意の相関関係は見られないが，英語と入

試総合成績，及び高校成績との間には低い相関

関係が見られた。また入学後の学生を退学者群

（21名）と卒業者群（179名）に大別して入試成

績を比較検討した結果，退学者群にはかなり入

試成績の優秀な人材が含まれていることがわかっ

た。入試改革には医療技術者として学習能力と

作業療法士として適応能力の両面から検討する

ことが重要であると思われる。

1　はじめに

　C．P，Paterson（1988）7）は英国とアイルラン

ドの16の作業療法士養成校において1975から

1983の期間に22％から13．3％の中退者が生じた

ことを報告している。一方，日本作業療法白書

（1990）6）によると1986年から1989年の4年間の

全国の作業療法学科学生の退学者数は，男性86

名（3．5％），女性114名（2．1％），合計200名

（2．5％）であったと報告している。

　一方上野9）は，当短大の1981年～1990年の各

学科の退学者数について報告しているが，作業

療法学科は20名（10％）と最も高く，このデー

タは全国6）のものと比較しても著しく高い値で

あった。退学者の要因として，成績不良と，作

業療法士としての適性の問題が考えられる。今

回は入学者に対して医療技術者としての学習能

力を明らかにするたあに，高校の成績，入試成

績，及び大学の総合成績との間の相関関係につ

いて検討した。さらに入学者を退学者群（21名）

と卒業者群（179名）に大別して年齢，高校成

績，及び入試成績について比較検討した。

H　対象と方法

　対象者は創設期（1981年）から第10期生

（1990）までの計200名（男65名，女135名）の

作業療法学科学生である（表1）。男女比につ

いてはほぼ2：1の割合で女性が多かった。年

齢は現役の18才から36才にわたり平均値は20．7

才であった。出身地は道内だけでなく，広く本

州，四国，九州の日本全域にわたっている。方

法については以下の通りである。

表1　高年度ごとの入試状況と卒業者数

一期生

?学
@一・度

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 計

S56 S57 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2

志　願　者 73 129 94 99 64 61 89 67 77 51

受　験　者 66 107 75 85 57 56 80 57 67 47

合　格　者 20 20 23 23 24 20 25 23 25 23

20 20 20 20 20 20 20 20 20 20 200名

入　学　者
男7
翌P3
男5
翌P5
男7
翌P3
男9
翌P1
男6
翌P4
男8
翌P2
男9
翌P1
男4
翌P6
男3
翌P7
男7
翌P3
男65
翌P35

北大倍率 3．30 5．35 3．75 4．25 2．85 2．80 4．00 2．85 3．35 2．35 3，485

全国倍率 52 5．6 5．3 5．1 5．4 5．2 5．1 4．9 4．0 3．5 4．93

卒業年度 S58 S59 S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4

卒業生数 18 14 17 18 19 21 14 20 20 18 179名
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　高校成績は5段階で算出された。入試成績は，

英語，数学，国語の単独の科目の点数で，理科

は生物，化学，物理の3科目から選択した2科

目の合計点で算出された。大学の学業成績の

GRADEは優4，良3，可2とし，各科目の
GRADEの合計／科目数で算出された。入試成

績の順位群は上位から第1～4位A群，第5～

8位B群，第9～12位C群，第13～16位D群，

第17～20位E群としてそれぞれ検討した。

m　結 果

1．入試成績（英語，数学，国語，理科，合計）

と入学後の大学総合成績の相関はそれぞれr＝0．

257，0．121，0，071，0，037，0．210であり，数学，

国語，理科では相関が見られなかったが，英語

と合計に低い相関が見られた（表2）。

2．高校成績と大学総合成績の相関はr＝0．269

で低い相関が見られた（表2）。

3．年齢と大学総合成績との間にはr＝0．174で

相関が見られなかった（表2）。

4．次に200名の入学者をA退学者群（21名）

とB卒業者群（179名）とに大別して，年齢，

高校成績及び入試成績の各平均値を比較して検

討した（表3）。

表3　退学者と卒業者の年齢・高校成績及び入試成績

　　の平均値の比較

　　入試
@　関連

?学者

年齢
高校

ｬ績

入試

p語

入試

矧w

入試

糟

入試

揄ﾈ

入試

㈹v

A．退学者
i21名）

21電
3．77 61．7 55．5 56．2 91．3 261．4

B，卒業者
i179名）

20．2 3．80 57．7 47．6 5L2 92．9 249ユ

　年齢についてはA群が僅かにB群より高い。

高校成績はB群がA群より高い。入試科目の中

で，英語，数学，国語，合計点においてA群が

B群よりかなり高く，理科についてのみB群が

A群より僅かに高い値を示した。このことから，

A群の退学者の中には入試成績においてかなり

優秀な成績者を含んでいることがわかった。21

名の退学者をA～Eの各順位別に表4に示した。

Aが7名，B4名，　C2名，　D4名，　E4名であっ

た。

表4　退学者の成績群（A→E）と人数

退学者群 A B C D E

人　　　数 7 4 2 4 4

表2　入試成績と学業成績の相関

変　数　名 年　齢 蔑籍 全馨姦 葦 田籍 盒鷲 総蓉 撹 纏 舜 春灘
年　　　　齢 1，000 一．175 ．278宰 ．040 ．164 一．044 ，156 ．205 ．098 ．131 ．174

高校成績 ∴175 1，000 ．125 ユ79 ．049 。260＊ ．265寧 ．308掌 ．267亭 ．084 ．269重

入試英語 ．278寧 ．125 1，000 267零 ．261＊ ，060 ．426亭 ．298掌 ．114 ．234＊ ．257宰

入試数学 0，040 ．179 ．267宰 1，000 ．098 ．235＊ ．711＊ 0．82 ．048 ．！76 ．121

入試国語 ユ64 ．049 ．261＊ ．098 1，000 ．044 ．477＊ ∴011 一．038 ．235‡ ．071

入試理科 一．044 260＊ ．060 ．235＊ ．044 1，000 ．569曝 ．055 ．006 ．035 ．037

入試総合 ．156 ．265‡ ．626零 ．711＊ ，477＊ ．569＊ 1，000 ．187 ．060 ，284＊ ．210零

大学　1年 205 ．308零 ．298‡ ．082 一．011 ．055 ．187 1，000 ．729‡ ．386寧 ．857＊

大学2年 。098 ，267＊ ユ14 ．048 一．038 ．006 ．060 。729寧 1，000 ．426重 ．883寧

大学3年 ．131 ．084 ．234寧 ．176 ．235＊ ．035 ．284 ．386寧 ．426＊ 1，000 ．726重

大学総合成績 ユ74 ．269串 ．257亭 ．121 ．071 。037 210 ．857零 ．883寧 ．726＊ 1，000

＊p＜0．01
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IV　考 察

　近年，作業療法士（以下OTと略）はコメディ

カル分野における医療スタッフの中で大変重要

な役割を担うようになってきた。窪田3）はリハ

ビリテーションにおけるチームワークについて

と題して連携作業の必要なリハプログラムの中

で12分野のプログラムの種類，プロモーター，

他のリハスタッフとの関係について報告してい

る（表5）。それによると，OTは3，5，7，

9，12の5分野についてプロモーターの役割を

占め，重要な位置に存在していることがわかる。

一方OTに続いてプロモーターとなるのはPT，

ST，　MSWがそれぞれ2分野，　M，　S．　T

（Medical　Sport　Trainer）が1分野を占めてい

る。さらにOTは他のリハスタッフの一員とし

て，上肢機能訓練，コミュニケーション能力改

善，全身持久力向上，復職推進，家屋改造の5

分野に関与している。このように卒業後のOT

にはめざましい期待と役割が待っているわけで

あるが，在学中の学習には予想以上の困難が見

られるようである。

　上野8）は当医療短大内における入学者に対す

る退学者の割合について各学科間を比較し，報

告している。それによると最も大きいものは作

業療法学科10％，ついで衛生技術学科5．4％，看

護学科4．9％，診療放射線学科3．9％であり，理

学療法学科の2．5％は最：も少ない。理学療法と作

業療法とはリハビリテーションにおける車の両

輪としてよく例えられるが，学習上には両者間

で著しい差異が存在するようである。また退学

年次をさらに詳細に検討してみると，3年次の

臨床実習時に退学者を出しているのは作業療法

学科では21名店7名（33％）と多く，これは看

護学科の39名中13名（33．3％）と全く同数であ

り，両学科にのみ特異的に見られたことであっ

た。衛生技術学科，診療放射線学科及び理学療

法学科では3年次の退学者は全く見られなかっ

た。看護学科と作業療法学科の3年次臨床実習

がいかに過酷なものであるかが推察される。作

業療法学科の3年次臨床実習の実態については

河野2）（1993）と中島，森林5）（1991）による詳

細な報告に見られる。

　ここで，すぐれた作業療法学科学生を選抜す

る重要な力点として2っの条件が指摘されねば

ならない。第1は医療技術学を学習する能力を

有していることである。第2はOTとして適性

能力を有していることである。今回は前者につ

いて検討を行った。今回調査した入試成績と学

業成績の相関係数により，入試科目中，数学，

国語，理科と大学成績とは相関関係は見られな

かった。一方英語，入試合計，及び高校成績と

表5　連携作業の必要なリハ・プログラム（窪田俊夫）3）

プログラムの種類 プロモーター 他のリハ・スタッフ

ユ 歩行訓練 PT ナース

2 上肢機能訓練 PT OT，ナース，　MST
3 ADL訓練（固有動作） OT PT，ナース
4 コミュニケーション能力改善 ST ナース，PT，　OT，　MST

5 空間認知・構成機能改善 OT ST，　PT，ナース

6 マヒ性えん下障害改善 ST ナース，栄養士

7 精神機能賦活 OT PT，ナース，　MST
8 全身持久力向上 MST PT，　OT，ナース

9 家事動作訓練 OT ナース，PT
10 復職推進 MSW 　6oT，　OT，ナース，　MST
11 家屋改造 MSW PT，OT，ナース
12 QOL OT MSW，　PT，ナース
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大学の総合成績とは低い相関関係が見られた。

これらの結果を中村，山田4）の報告と比較する

と，英語を除けば同様の所見が得られた。すな

わち，中村らのもののように英語，数学，国語，

理科の各科目すべてにおいて相関関係が見られ

ないが，我々の所見では英語の成績は相関関係

が見られた。両者の外見上の相違は中村のデー

タが専修学校のものであり，我々のものは医療

短大によるものである。

　次に退学者と卒業者の入試成績（表3）を比

較すると，入試合計点で退学者がかなり高いよ

うである。すなわち入試理科では両者間で差異

はなく，英語，数学，国語の主要科目ですべて

において退学者群が高い値を示した。すなわち

このことは退学者の中に成績の優れたものが含

まれていたことを示している。このことをさら

に検討してみると（表4），A群7名，　B群4名，

C群2名，D群4名，　E群4名で，成績の優れ

たA群の多いのに注目された。

　これらの退学者群は入試成績の面では優れて

いたが，一方OTとしての適応能力の面で問題

があったように思われる。従って今後の入試選

抜のあり方として学習能力と適応能力の両面か

らの検討が課題として考えられる。

V　要 約

　本学作業療法学科の第1期から10期までの

200名の入学者について入試成績と大学総合成

績との相関について検索した。

①入試科目の数学，国語，理科と大学成績との

間には相関関係は見られないが，英語，入試合

計，高校成績と大学成績との間には低い相関関

係が見られた。

②入学者の中で退学者群と卒業晶群の入試成績

を比較すると，退学者群が高く，中途退学者の

中には入試成績のかなり優秀の者が含まれてい

ることがわかったQ

③今後の入試選抜の改革として，医療技術を学

習する能力と，作業療法士としての適応能力の

両面から選抜することの重要性が明らかにされ

た。
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